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論 文 内 容 の 要 旨 

 

 福岡県の農業産出額は、平成25年度産で 2,231 億円である。園芸作物はその約６割を占め、県の農業政策上最

も重要な分野の一つとなっている。福岡県の園芸作物としては、野菜、果樹、花、茶などが挙げられるが、その

生産振興のためには新しい品種や栽培技術の開発に加え、知的財産権の維持・確保や病害等の診断・対策も非常

に重要であり、県の試験研究機関ではこれら広範な課題に対応可能な品種や技術を迅速に開発することが求めら

れている。これらの諸課題に迅速に対応するための最も有効な手法の一つとして、DNAマーカーを利用した園芸作

物品種や病害等に関する診断システムの開発が挙げられる。 

 そこで本研究では、福岡県の園芸作物振興を目的としたDNA マーカーの開発とその実用化について検討を行っ

た。まず、植物ホルモン剤を利用した着果処理作業が不要となる単為結果性ナス育種の効率化を目的として、AFLP

法によるマーカーの探索を実施し、単為結果性に係るDNAマーカーとしてsmpc77(プライマー組合せ[MseI-CTG、
EcoRI-AGG]、断片サイズ168bp)を選定した。試験に供したナス半数体倍加系統のうち、本マーカーを持つ系統の

正常肥大果数の平均値は、同マーカーを持たない系統よりも明らかに多く、また、本マーカーを持たない系統の 

95%は、正常肥大果数が０ないし１〜２果であったことから、本マーカーを持たない系統は実用性が低いと考えら

れた。このことから、本マーカーは、単為結果性ナス育種の効率化に有効であると考えられた。 

 次に、育成者権保護に向けたDNAマーカーの開発と実用化を目的に、AFLP法によるイチゴの品種識別法の開発を

行った。 育成品種の違法使用や生産を抑止することを主たる目的として、DNAによる‘福岡S6号’（商標名:‘あ

まおう’)の識別技術の開発を行った。DNAによる品種識別技術の一つであるAFLP法は、ゲノム上に数多く存在す

る制限酵素サイトを利用する方法であるため、遺伝情報がない、あるいは少ない作物の品種識別に有効な手法と

されている。そこで、AFLP法がイチゴの品種識別に適用可能か否かについて検討を行った。その結果、AFLP法に

用いるセレクティブプライマー組合せの内、[MseI-CAA、EcoRI-AGC]は、供試した主要栽培品種10品種全ての識別

が可能であり、イチゴの品種識別に最も有効であると考えられた。また、識別精度を向上させるため、最終的に

７つのプライマーの組合せによって得られる 20 個のAFLPマーカーを選抜した。これらのマーカーにより、本県

で育成した‘福岡S6号’を含む主要なイチゴ 10 品種（‘福岡S6号’，‘とよのか’，‘さちのか’ ，‘女峰’ ，

‘とちおとめ’ ，‘アスカルビー’ ，‘レッドパール’ ，‘さがほのか’ ，‘章姫’ ，‘アイベリー’）の

精度の高い識別が可能となった。さらに、新規SSRマーカーを開発し、SSR法のイチゴの品種識別における有効性

を検討した。開発した４つのSSRマーカーのうち、２つは多型性が特に高く、これらを用いることにより供試した

主要栽培品種 10 品種の識別が可能であった。このことから、SSRは８倍体であるイチゴ栽培品種の識別にも有

効と考えられ、今回開発した SSRマーカーは、育成者権益確保に役立つことが期待できると考えられた。 

 最後に、逆転写遺伝子増幅法(RT-PCR)による温州萎縮ウイルス（Satsuma dwarf virus、以下SDV）の高感度検

出法の開発を行った。SDVは、我が国の主要なカンキツである温州ミカンの重要病害である温州萎縮病の病原ウイ

ルスである。そこで、同ウイルスの高感度検出法として、RT-PCR および イムノカプチャーRT-PCR（IC-RT-PCR）

法適用の可能性について検討を行った。その結果、新たに設計したプライマー [CP-L1(+)、CPL-R(-)]を用いた

RT-PCR法は、今回供試したSDVの２系統およびその近縁ウイルスであるカンキツモザイクウイルス（Citrus mosaic 

virus）３系統の検出に有効であった。さらにIC-RT-PCR 法の検出感度は、ELISA法の30倍以上であった。また、

ELISA法では検定が困難な冬季のカンキツの葉や樹皮からもRT-PCR法ではSDVの検出が可能であることを明らかに

した。 

 以上のように、本研究では、DNAマーカーが福岡県の園芸作物の新品種の開発、知的財産権の維持・確保や病害

等の診断や対策に非常に有効であることを明らかにした。今後さらに福岡県の園芸作物を振興していくためには、

DNAマーカーやそれに類する技術の積極的な活用が非常に重要であることが明らかになった。 


